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ACCE モデルは５つの大項目に分かれた 44 個の質問で構成され、それらの質問に回答することで遺伝
学的検査の許認可審査で必要な評価結果が得られるように作られている。そこで、遺伝学的検査とは



































測定する。高 DNA 量細胞とは、G0/G1 期細胞よりも多く DNA を含む細胞で定義され、S 期細胞、
G2 期細胞、M 期細胞、そして、DNA aneuploid 細胞が該当する。高 DNA 量細胞は正常な脳組織に
は少なく、腫瘍組織には多く存在している。そのため、高 DNA 量細胞の比率（Malignancy Index）
を測定することで、その組織サンプルが腫瘍か正常かを区別することができる。この術中迅速フロー
サイトメトリの併行精度を直接測定するためには、同一と見なせるサンプルとして Malignancy Index
が同じ組織サンプルが必要となる。しかし、ある Malignancy Index である組織サンプルを２つに分割
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